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発表演題名 福井県内の河川におけるリン酸エステル系難燃剤の実態について 

発表学会名 第 33 回全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部研究会 

発表者名 川村 恭平（環境部） 

開催場所 愛知県三の丸庁舎（愛知県名古屋市） 

発表日時 平成３１年１月２５日（金）11：16～11：31 

発表内容 リン酸エステル系難燃剤（PFRs）は、防炎を目的として、繊維製品や生

活用品などに幅広く使用されている。これら PFRs は、臭素系難燃剤の規

制等により、代替物質として使用量が増加している。本県では、これまで

の研究において 2014 年に規制された臭素系難燃剤（HBCD）が河川から

高濃度で検出されており、その代替物質の一つである PFRs の使用量増加

に伴う水環境への影響が懸念される。このことから、県内 30 河川で PFRs

９物質を対象に概況調査を実施した。 

その結果、河川から 8 物質の PFRs が検出され、県内河川中における存

在が認められた。ただし、検出された濃度は、予測無影響濃度（PNEC）

と比べ低い値であり、水生生物への影響は低いと考えられた。採取地点ご

との比較では、いくつかの地点で対象物質ごとに特徴的な濃度傾向がみら

れ、物質固有の発生源の存在が示唆された。 

 


